
 

ぐんまインクルーシブフェスタ 2025 について（報告書） 

 
１ 目的 

年齢、性別、国籍、障害の有無、不登校、マイノリティー等にかかわらず、全ての子ども

が共に学び合える社会の実現を目指し、高校生や特別支援学校高等部生の取組の紹介や、 

連携した発表・トークイベントを、一般の買い物客や家族連れなど、幅広い層が集まる商業

施設で開催することにより、インクルーシブ教育について県民に魅力や必要性を発信する。 
 
２ イベント名 

 「ぐんまインクルーシブフェスタ 2025 ～みんなで知ろう みんなで創ろう～」 

 
３ 日時 令和７年８月４日（月）10：00～16：00 
 
４ 場所 イオンモール高崎、イオンモール太田 

 
５ 内容 

場
所 

イオンモール 

高崎 

イオンモール 

太田 

出
店 

作業製品等販売 

前橋高等特支 

高崎特支 

富岡特支 

作業製品等販売 

伊勢崎高等特支 

太田高等特支 

渡良瀬特支 

大泉高校 

フラワーアレンジメント 大泉高校 

作業製品づくり体験 

（鹿革しおりづくり） 
高崎特支 

作業製品づくり体験 

（ビーズ製品づくり） 
渡良瀬特支 

e スポーツ体験 二葉高等特支 e スポーツ体験 あさひ特支 

VR 発達障害体験ブース 特支課 VR 発達障害体験ブース 特支課 

発
表 

合唱 
高崎高等特支 

高崎女子高校 
ソーラン節 

太田高等特支 

大泉高校 

合唱 高崎女子高校 
八木節 

桐生特支 

桐生清桜高校 ダンス 前橋高等特支 

ダンス 安中総合学園 手話の輪 聾学校 

ダンスコラボ 
前橋高等特支 

安中総合学園 

ミラコン発表（動画） あさひ特支 

アビリンピック種目披露 伊勢崎高等特支 

ン 

テーマ「私が考えるダイバーシティ＆インクルーシブな社会」 

盲学校（2）、高崎高等特支（2）、 

二葉高等特支（1）、藤岡特支（2）、 

高崎女子高校（2） 計 9 名 

観客  ※ ( )内は学校の参加人数 

聾学校（1）、伊勢崎高等特支（1）、 

太田高等特支（1）、渡良瀬特支（1） 

桐生清桜（2）、大泉高校（2） 計 8 名 

観客  ※ ( )内は学校の参加人数 

 

６ 来場者数 概数 4,000 人（２会場） 



 

７ 会場写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（高崎会場：オープニング）        （太田会場：オープニング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（作業製品販売ブース）          （eスポーツ体験ブース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     （ＶＲ体験ブース） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（太高特＆大泉高校：ソーランコラボ）    （前高特＆安中総合：ダンスコラボ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（高高特＆高崎女子高校：合唱コラボ）    （前高特：出演者インタビュー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （聾学校：手話の輪）     （大泉高校：フラワーアレンジメント） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（高崎会場：トークセッション）     （太田会場：トークセッション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（二高特：司会者とのやりとり）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （高崎会場：会場の様子）         （太田会場：会場の様子） 

 

 

 



 

はい, 16

いいえ, 18

少しだけ, 7

８ 来場者アンケートより 

（１）項目ごとの数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校関係者, 20

一般, 19

その他, 3

回答 人数

学校関係者 20

県庁職員 0

一般 19

その他 3

4

0人

7

7
22

ホームページ ラジオ
チラシ 知人から

回答 人数

ホームページ 4

ラジオ 0

チラシ 7

知人から 7

その他 22

2.イベントを知ったきっかけ

回答 人数

はい 16

いいえ 18

少しだけ 7

1.立場について （人数） 

2.イベントを知ったきっかけ 

※ その他：通りがかり、家族の情報等 

3.インクルーシブ教育について知っ
ていましたか？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18人

22

22

28

13

18

12

22

4.インクルーシブ教育について
あてはまると思うものはどれですか？

年齢
性別
国籍
障害の有無
不登校
性的マイノリティ
貧困
その他

回答 人数

年齢 18

性別 22

国籍 22

障害の有無 28

不登校 13

性的マイノリティ 18

貧困 12

その他 22

※ その他 
・分からない 
・初めて聞いた 
・よく知らない  等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

8

4

とても重要だと思う ある程度重要だと思う

あまり重要だと思わない わからない

回答 人数

とても重要だと思う 30

ある程度重要だと思う 8

あまり重要だと思わない 0

わからない 4

11

8

1

21

大きく変わった 少し変わった

変わらなかった もともと関心があった

回答 人数

大きく変わった 11

少し変わった 8

変わらなかった 1

もともと関心があった 21

36

5

はい いいえ わからない

5.インクルーシブ教育の重要性に 
ついてどう感じましたか？ 

6.今後、学校や地域でインクルーシブな
取組が広がることに期待しますか？ 

7.本日のイベントで障がいのある人と
の関わりに対する考え方は変わりま
したか？ 

回答 人数

はい 36

いいえ 0

わからない 5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38

2

とてもよい ややよい あまりよくない よくない

人数

とてもよい 38

ややよい 2

あまりよくない 0

よくない 0

22人

1918

22

学校 インターネット

地域のイベント その他

10.インクルーシブ教育に関する情報
をどこで知りたいですか？ 

回答 人数

学校 22

インターネット 19

地域のイベント 18

その他 22

8.本日のイベントはどうでしたか？ 

39

2

はい いいえ わからない

回答 人数

はい 39

いいえ 0

わからない 2

9.今後もこのようなイベントに参加し
たいと思いますか? 



 

 

（２）自由記述より抜粋 

① 本日のイベントで印象に残った活動は何ですか？ 

・ 作業製品販売で、自校の作品を丁寧に説明する生徒の姿やコラボのパフォーマン

スが印象に残っています。 

・ 高校生にご自身たちが取り組んでいるものをイキイキと話してもらい気持ちが

よかったです。 

・ 色々な学校の取り組みを知れた。 

・ 作業作り体験、eスポーツ体験、ＶＲ体験 

 

② 意見・感想 

・ とても貴重な体験ができました。自分の認識と違うこともあり勉強になりました。 

ありがとうございました。 

・ このような活動を続けてほしい。 

・ 障害がある方が、まだまだ生きづらい世の中だと思います。このような活動が広

がることを期待します。 

・ お互いのことを認め合い、助け合える社会の実現に向けて、尊い体験になると

思います。 

・ インクルーシブ教育が広まるといいです。 

・ 日数・回数を増やしてもらえるとよい。 

・ 来年もイオンで開催してもらいたいです。 

・ 活気のあるイベントをありがとうございました。楽しかったです。 

 


